
 

ユーザ事例
インテリジェン トなインフラスト ラクチャでリモート  オフ ィスでの通信を強化

エドワード  ライフサイエンス
IP に統合されたコ ミ ュニケーシ ョ ンおよびセキュリテ ィ  インフラスト ラクチャを使用すると、 本社クラスの音声および

データ  アプリケーシ ョ ンがブランチオフ ィスにも提供できるようになり、 コ ミ ュニケーシ ョ ンに関するリモート管理も

可能になります。
概要

ブランチ オフ ィス用統合型 IP コ ミ ュニ

ケーシ ョ ン インフラスト ラクチャを使用

すると、ブランチ オフ ィスの従業員にも、

顧客や他のオフ ィスとの間に本社レベル

の音声およびデータ  アプリケーシ ョ ンが

提供されます。 このエドワード  ライフサ

イエンスの成功事例では、 次のようなこ

とを説明します。

• 欧州と日本のブランチ オフ ィスの移転

を利用し て、 どのよ う にこれらのオ

フ ィ スにより効率的でセキュアな統合

型の通信インフラス ト ラクチャを導入

したか

• どのよ うに堅固なネッ トワーク基盤を

実装したか

• Cisco IP テレフォニー ソリューシ ョ ン

は、 可用性の高い電話サービス、 中央

集中型リモート管理、 欧州の通信事業

者とのインターオペラビリテ ィ、 魅力

的な ROI （投資利益率） をどのように

して提供するか

• シスコの VPN （仮想私設網） およびセ

キュリテ ィ  ソ リ ューシ ョ ンにより、 ど

のよ うに同社は資産を保護し、 ネッ ト

ワークへリモート  アクセスができるよ

うになったか
「欧州と日本のブランチ オフ ィ スにシス

コの IP テレフォニーを選んだのは、私達

にとってまった く簡単な決断でした。 シ

スコは、 私達が必要とする重要なリモー

ト管理機能を提供していたのです。 ROI
は約 30% であり、 1 年半で資本回収でき

ました。」

エドワード  ライフサイエンス社グローバ

ル テクノロジー担当副社長Ric Lebrecht氏
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背景

エド ワード  ライフサイエンスは、 重症心臓血管病処置用製品とそのテク ノ ロジー

の分野では世界の リーダー的存在です。 世界でナンバーワンの心臓弁製造企業で

あ り、 カテーテル、 ステン ト、 モニタなどの製品も世界中の医師や病院に販売し

ています。

カ リ フォルニア州アーバインに本社を置くエド ワード  ライフサイエンスには、 ス

イスの St. Prex と日本の東京に地域本部があ り、 北米、 欧州、 日本、 アジア太平洋

にまたがる戦略的都市には地域販売オフ ィ スがあ り ます。 主要な製造施設はブラ

ジル、 プエルト リ コ、 ド ミ ニカ共和国にあ り ます。 同社は、 100 を超える国々で

US$850,000,000 の年間販売高を上げ、世界中に 5,000 人を超える従業員を擁してい

ます。

エド ワード  ラ イフサイエンスの地域販売員およびサポート要員の多くはブランチ

またはホーム ベースのオフ ィ スで働いています。 同社はこれらのオフ ィ スでも、

従業員が顧客や他のオフ ィ ス と効果的に通信を行える本社ク ラ スのアプ リ ケー

シ ョ ンを提供したいと考えていました。

問題点

2000 年に、 エド ワード  ライフサイエンスは親会社の Baxter Healthcare の傘下から

離れ、 完全に独立した会社となり ました。 その結果、 エド ワード  ラ イフサイエン

スは欧州と日本の20のブランチ オフ ィ スを新しい施設に移転する必要が生じまし

た。 これは、 同社にとって新しい通信インフラス ト ラ クチャを実装する良い機会

でした。 「私達は自由に選ぶこ とができました。」 エド ワード  ライフサイエンスの

グローバル テク ノ ロジー担当副社長 Ric Lebrecht 氏は思い出します。 「私達は、 会

社の他のオフ ィ スが使用していたよ うな従来の PBX （構内交換機） システムを展

開するこ と も、 IP テレフォニーという新しいテク ノ ロジーに投資するこ と もでき

ました。」

Lebrecht 氏と電気通信マネージャ Gary Elliott 氏は、 欧州と日本のブランチ オフ ィ

スに配置する電話顧客サービス専門家の要求を解析しました。 彼らは製品の注文

を受け付け、医者からの電話に対応しています。彼らの業務を効率化するには、安

定したアベイラビ リ テ ィの高い音声サービス、 音声メール、 高度な呼処理機能な

どを提供する費用効果の高い通信インフラス ト ラ クチャが必要でした。 そのイン

フラス ト ラ クチャはまた、 従業員のデータに対する要求をサポートする必要があ

り、 将来的にはビデオ機能と Extensible Markup Language （XML） をサポートする

必要もあ り ました。 そして Lebrecht 氏と Elliott 氏は、 ネッ ト ワーク全体が安全で

あるこ とを保証する必要もあ り ました。
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オフィスのほとんどは、 オンサイ ト IT 専門家を配置するには小さすぎたため、 どのよ うな移動、 追加、 変更も

非技術系スタッフが処理しなくてはならず、 システム全体を中央部から リモート管理する必要があり ました。

「中央集中型呼処理がコス ト的および管理的に優れている とい う こ とは、 私達にと って重要な点でした」 と

Lebrecht 氏は語り ます。 「欧州の中心に Cisco CallManager を配備してシスコの IP テレフォニーを展開すれば、

私達が必要とする機能が提供されますが、 従来の PBX 電話ソ リ ューシ ョ ンを採用した場合には、 欧州のすべ

ての拠点で別のスイ ッチが必要になるこ とがわかっていました。」

その時、 IP テレフォニー テク ノ ロジーは急速に進化していました。エド ワード  ライフサイエンスのチームは、

現在必要なソ リ ューシ ョ ンを提供するこ とができ、 なおかつ同社のネッ ト ワークを IP テク ノ ロジーと と もに

発展させるこ とのできる長期戦略を持つベンダーを選択したいと考えていました。

「2001 年に、 明確な IP テレフォニー戦略を持っていたベンダーはシスコシステムズだけでした。 ほかにはな

かったのです。 IP テレフォニーを回線ベースの Time Division Multiplexing （TDM; 時分割多重） モデルに付け

足すとい う PBX ベンダーの戦略は、 私達のよ うに欧州と日本で新たに実装する場合には費用効果の高いソ

リ ューシ ョ ンではあ り ませんでした。 技術面から、 私達はシスコの戦略が最適だと感じました。」 こ う語るの

は、 Elliott 氏です。

医療産業界の特質、同社の米国、欧州、 アジアにまたがるビジネスなどの点から、エド ワード  ライフサイエン

スは今後ますます増える需要を満足できるよ う な、スケーラブルで信頼性の高いソ リ ューシ ョ ンを必要と して

いました。

解決策

エド ワード  ライフサイエンスは、欧州および日本のブランチ オフ ィ スで安全な IP ネッ ト ワークを構築するた

め、高度なサービスを備えたシスコのインテ リジェン ト なインフラス ト ラ クチャを選択しました。 この単一ソ

リ ューシ ョ ンによ り、複数のテク ノ ロジーの管理が一元化および簡易化されました。 これはオフ ィ スが広く分

散し、 その多くが小さいために常勤の IT スタ ッフを配置できない場合には大きな利点とな り ます。 このソ

リ ューシ ョ ンに投資するこ とによ り、エド ワード  ライフサイエンスは、将来の拡張に対応できるよ うになり ま

した。

現在、 エド ワード  ライフサイエンスは 20 あるブランチ オフ ィ スのほとんどで 400 ～ 500 の Cisco IP Phone を

使用しており、顧客サービス  スタ ッフ、顧客である医師、およびサービスを要求するためにオフ ィ スに電話を

かけてく る人との間で行われる音声通信に不可欠なものとなっています。 スイスの Horw にある会社のテクニ

カル センターにある Cisco CallManager ク ラスタは、 欧州にあるブランチ オフ ィ スすべての呼対応、 呼処理、

リモート管理を行っています。欧州のよ り小さな拠点には、マルチサービス  アクセス  ルータで稼働する Cisco
CallManager Express ソフ ト ウェアを導入する予定です。日本では、東京にある地域本部の Cisco CallManager ク

ラスタが、 本部と宮崎工場の呼対応と呼処理を行っています。 同社はまたコール センター拠点のいくつかで、

自動応答サービス と音声メールを提供する Cisco Unity™ ユニファ イ ド  メ ッセージングを使用しています。

Cisco CallManager の制御下で動作する Cisco Unity は、 企業の小規模ブランチ オフ ィ スや 1 つまたは複数の拠

点を持つ小規模ビジネスで働くユーザに費用効果の高いソ リ ューシ ョ ンを提供します。

ネッ ト ワーク  バッ クボーンをサポートするため、 ブランチ オフ ィ スでは Cisco Catalyst® インライン パワー対

応スイ ッチを使用しています。 このスイ ッチの Quality of Service （QoS; サービス品質） 機能によ り、 遅延に敏

感な音声アプリ ケーシ ョ ンがサポート されます。

ハイ  アベイラビ リ ティは、 コール センター環境の重要な要素です。 このため、 エド ワード  ライフサイエンス

は同社の西ヨーロ ッパと日本のサイ トのすべてのマルチサービス  アクセス  ルータで Cisco Survivable Remote
Site Telephony （SRST） 機能を採用しました。 Cisco SRST ハイ  アベイ ラビ リ テ ィ  ゲート ウェイ機能によ り、

ネッ ト ワーク接続がダウンした場合でも リモート  オフ ィ スの電話サービスが使用できるよ うにな り ます。
Cisco Systems, Inc.
ntents are Copyright © 1992–2005 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. Important Notices and Privacy Statement.

Page 2 of 4



All co
ハイ  パフォーマンス暗号化とセキュ リ テ ィ を備えた安全な接続性をオフ ィ ス間に提供するため、 エド ワード

ライフサイエンスはシスコのエンタープライズ レベル VPN コンセン ト レータによ り利用可能になった Cisco
VPN ソフ ト ウェアを使用しています。 同社はまた高度なファイアウォール機能を備えた Cisco PIX® セキュ リ

ティ  アプライアンスを使用するこ とによ り、 セキュ リ ティ違反の危険性を大幅に低減させました。

従業員の機動性を高めるため、欧州の大型ブランチ オフィスと会社本部には Cisco Aironet® 無線ネッ ト ワーキン

グ ソ リ ューシ ョ ンを展開しており、 会社本部には 12 個のアクセス  ポイン トがあり ます。 無線ネッ ト ワーキン

グは、 世界で最も高度な心臓弁製造施設のク リーン ルームなど、 数多くの用途で非常に価値の高いものである

こ とが明らかになっています。 無線ネッ ト ワークがあれば、 室内を汚染する可能性のあるケーブル配線を行う

必要がなくなり ます。同社はまた倉庫に無線を導入し、従業員の生産性を高め、 プロセスを簡易化しています。

結果

中央集中型呼処理を行うシスコの IP テレフォニー ソ リ ューシ ョ ンを展開するこ とによ り、 エド ワード  ライフ

サイエンスは、自社の通信機能を強化し、システム アベイラビ リ ティを高め、管理コス ト を削減しました。「私

達は欧州や日本で Cisco CallManager を実行していますが、いまだに重大なハードウェア障害をシステムで経験

したこ とがあ り ません」 と語るのは Gary Elliott 氏です。 Lebrecht 氏は、 「Cisco CallManager ク ラスタを使用す

るこ とによ り、 欧州全体のサポート をスイスのテクニカル センターに一元化できました」 と語り ます。

シスコのインフラス ト ラ クチャは、欧州の通信事業者の特異な方式を簡単に処理し、時代遅れになっている装

置も含め広範な通信装置と問題なく接続し、各国のさまざまなダイヤ リ ング パターンにも対応できます。同様

に、Cisco IOS® ソフ ト ウェアも同社にとって不可欠です。「すべての地域の通信事業者は、異なった方法でシス

コのゲート ウェイに電話番号を送信します」 と Elliott 氏は語り ます。 「私達は、 欧州のさまざまな国の電話パ

ターンをすべて受信するよ うにルータを設定できました。 これらのパターンでのダイヤ リ ングは本当に難題で

した。 Cisco IOS ソフ ト ウェアはこれを処理できるのです。」

Cisco SRST の耐障害性機能も同様に不可欠であるこ とが明らかになり ました。 「 ミ ュンヘンで私達は、 数カ月

にわたって地域の通信事業者から整合性のないサービスを受信しました。 ミ ュンヘンのデータ通信回線のロー

カル ループ コンポーネン トで問題が発生し続け、 リ ンク障害が繰り返されていたのです。 回線は最終的には

再構築されましたが、回線が不安定な期間、当社のミ ュンヘンのルータのリモート耐障害性機能が必要に応じ

て動作しました。」 こ う語るのは Elliott 氏です。

シスコのインフラス ト ラ クチャを使用すれば、ブランチ オフ ィ スの非技術系従業員でも簡単に移動、追加、変

更を処理できます。 従業員は Cisco IP Phone を新しい場所でプラグを差し込みさえすれば良いのです。 システ

ムの ト ラブルシューティングと メンテナンスを リモート操作できるため、 小規模オフ ィ スの管理が簡単です。

シスコを選択するのが資金的にも有利であるこ とが明らかになっています。 「ROI の観点から、 PBX ソ リ ュー

シ ョ ンではなく Cisco IP テレフォニーを使用するこ とを簡単に決定できました」 と Lebrecht 氏は語り ます。「欧

州展開での ROI は約 30% であ り、 1 年半以内に資本回収できました。 これは日本でも同じでした。」

PBX と中央集中型 Cisco CallManager ソ リ ューシ ョ ンのコス トの差は明らかです。「PBX の維持にかかるコス ト

はすぐに Cisco CallManager ク ラスタの年間経常コス トの 3倍になってしまいます」と語るのは Lebrecht氏です。

Cisco IP Phone は好評です。 「スピード  ダイヤル、 個人設定、 そして Web アクセス機能は、 使用するのもカス

タマイズするのも簡単です」 と報告するのは Lebrecht 氏です。 「電話の ト レーニングは不要でした。 オンライ

ン グローバル ディ レク ト リ機能は特に好評です。」
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次のステップ

欧州と日本での IP テレフォニー展開の成功を受けて、エド ワード  ライフサイエンスはこのグローバル戦略を継続し、北米とカ

リブでも同様に Cisco IP テレフォニーを展開する計画を立てています。

同社は Cisco IP テレフォニー ソ リ ューシ ョ ンの導入を、最終的には北米の約 160 のホーム オフ ィ ス  ベースの販売員に拡張する

予定です。 「always on」 である VPN 接続を使用するこ とで、 費用効果の高い高速ブロードバンドまたは Digital Subscriber Line
（DSL） 接続を介した中央集中型テレフォニーおよび音声メール サービスへの透過型のアクセスがホーム  オフ ィ スから可能に

なり ます。 このソ リ ューシ ョ ンには通常 Cisco 831 シ リーズ ルータが含まれており、 安全なデータおよび音声通信のためのセ

キュ リティ と QoS を提供します。 約 15 人の従業員がすでに自宅でこのソ リ ューシ ョ ンを使用しています。

さ らに、 エド ワード  ライフサイエンスは同社のネッ ト ワークを利用して、 統合セキュ リティなどの高度なサービスを配備する

予定です。 堅固な基盤を配備する利点の 1 つは、 お客様がセキュ リティや音声などのテク ノ ロジーを追加するためだけにネッ

ト ワークに大規模なアップグレードを行う必要がないこ とです。

エド ワード  ラ イフサイエンスは、シスコ との関係に満足されています。「シスコはこれから もずっと私達の強力なパートナーで

あ り続けるでし ょ う 」 と Lebrecht 氏は語り ます。 「シスコは、 既存のテク ノ ロジーをサポート していますし、 これを改善する援

助をしてくれます。 同時に、 将来の方針について明確なロードマップも提供してくれます。」

この事例は、 2004 年 1 月にエド ワード  ライフサイエンスによって提供された情報に基づき、特定の組織が、 シスコ製品の導入

からどのよ うな利益を得たかを説明したものです。 説明した成果と利益はさまざまな要因によってもたら されました。 他の場

所での類似の結果を保証するものではあ り ません。

シスコシステムズはこの資料を 「現状のまま」 と して提供し、 商品性または特定の目的への適合性に関する暗黙の保証も含め

て、 明示または黙示された一切の保証の責任を負わないものと します。 司法管轄によって明示または暗黙の保証の免責が認め

られない場合があるので、 上記の免責事項が該当しない場合があ り ます。
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料に記載された仕様は予告なく変更する場合があります。

シスコシステムズ株式会社

URL: http://www.cisco.com/jp/
問合せ URL: http://www.cisco.com/jp/go/contactcenter/
〒 107-0052 東京都港区赤坂 2-14-27 国際新赤坂ビル東館

TEL: 03-6670-2992

電話でのお問合せは、 以下の時間帯で受付けております。

平日 10:00 ～ 12:00 および 13:00 ～ 17:00
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